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 研究目的 

現在、約半数以上の人が大学や短期大学などの

高等教育機関へ進学しているが、第54回学生生活

実態調査によると、奨学金受給率は2011年をピーク

に7年連続減少傾向にあることが分かった。（図表1） 

以上のことから、本研究では、JASSOの奨学金に

焦点を当て、奨学金の受給理由・非受給理由、また、

今後の奨学金制度について調査し、奨学金の利用

が減った背景には何があるのか考察していく。なお、

本来は申請率で調査すべきであるが、申請率の

データが得られなかったため、今回は受給率のデー

タで代用する。 

 

図表 1 奨学金受給率 

出典：第54回学生生活実態調査より髙橋作成 

 

 奨学金について 

2.1 日本における奨学金の現状 

日本における「奨学金」のほとんどは、日本学生支

援機構（JASSO）の貸与型奨学金であり、平成24年

文部科学省高等教育局学生・留学生課「（独）日本

学生支援機構（JASSO）奨学金貸与事業の概要」に

よると、日本の奨学金の約9割（金額ベース）が

JASSOの奨学金となっている。 

また、JASSO以外の奨学金には、都道府県・市区

町村など地方自治体の奨学金や、大学独自の奨学

金、あしなが育英会などの民間の奨学金、そして、新

聞社で働くことを条件として奨学金を受け取る新聞

奨学生制度などさまざまな奨学金が存在する。 

2.2 日本学生支援機構（JASSO）の奨学金 

JASSOの奨学金には、返済不要な「給付型奨学

金」と、返済する必要がある「貸与型奨学金」が存在

し、貸与型奨学金はさらに、「第一種奨学金」（利子

なし）と「第二種奨学金」（利子あり）の二種類に分か

れている。 

給付型奨学金は2017年度からスタートした制度で

あり、また、2020年4月からは授業料・入学金の免除

または減額プラス給付型奨学金の支給を行う新制度

がスタートする。この新制度では世帯収入に応じた3

段階の基準で支援額が決定し、給付型奨学金の対

象になれば、大学・専門学校等の授業料・入学金も

免除または減額される。 

2.3  奨学金返済の負担 

日本では、2017年から、奨学金制度が充実してい

るイギリスにならい、所得に応じて返還月額が決まる

仕組みである所得連動型返還方式を採用した。しか

し、第一種奨学金のみで適用される返還方式である

ことや、所得が低い場合の返還免除が設定されてい

ないなどの点から、返還者の負担軽減にはつながっ

ていないと言える。 

 日本の学校教育費 

OECD Education at a Glanceによると日本におけ

る学校教育費の対GDP比の水準は、他のOECD諸

国と比べると低い値を示している。また、公的負担の

比率も3.2％と低く、OECD諸国の中で最下位となっ

ている。（図表2） 

このことから、日本では学校教育費における私費

負担の割合が多く、奨学金は高等教育機関への進

学の際に非常に重要な存在になると言える。 

 

図表 2 学校教育費の対 GDP比（2014年） 

出典：社会実情データ図録より髙橋作成 
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 会津短大の奨学金受給率の推移 

今回、会津短大の学生を対象にアンケートを実施

するにあたり、2011年度から2018年度における会津

短大の奨学金受給率の推移を調べた。すると、会津

短大の奨学金受給率は2011年度には63.4％であっ

たが、2018年度には51.3％となっており、会津短大で

も奨学金受給率は減少していることが分かった。（図

表3） 
 

図表 3 会津短大の奨学金受給率の推移 

会津大学短期大学部資料より髙橋作成 

 

 先行研究 

芝田（2006）では、低所得者層における負債への

恐怖心の問題は、高等教育の機会均等の観点から

重要である。また、所得格差やそれに伴い高等教育

へのインセンティブに差が生じているとすれば、貸与

制奨学金がもたらす負債への恐怖心は、特に低所

得者層の高等教育へのアクセスを妨げると述べてい

る。 

朴（2018）では、かつて増加の一途をたどった有利

子の第二種奨学金の利用者数が低下しはじめたこと

からもわかるように、給付型奨学金や新所得連動型

返還制度などの返還の負担を緩和する試みが生ん

だ意図せざる結果として、返還への負担を理由に奨

学金を利用することをためらうものが増加しているとし、

2012年に実施された「高校生保護者調査」と2016年

に実施された同じ調査を比較した。ここでは、大学進

学予定者の「奨学金を申請しなかった理由」として、

「将来、返還できるか不安」という項目が全所得層に

おいて拡大し、「よく知らなかった」という項目の割合

が著しく減少したことを踏まえると、奨学金について

よく知ることによって返済への不安が高まりかえって

奨学金の利用をあきらめるようになっているという仮

説が立てられるとした。 

また、奨学金返還におけるペナルティーは一種、

二種に関係なく一律に適用されているにもかかわら

ず、返済の負担を緩和するための施策を利用できる

のは一種の利用者のみであることは、奨学金を利用

して高等教育を受けようとする者の行動に負の影響

を与えている可能性が非常に高いとした。 

 

 仮説 

芝田（2006）や朴（2018）から、奨学金受給率が低

下した原因は将来の奨学金返済に対する不安であ

ると考える。 

 

 本調査の概要 

7.1 調査方法 

奨学金の受給理由・非受給理由や今後の奨学金

制度の在り方などについて会津短大に在学する1,2

年生を対象にアンケート調査を実施した。 

※今回のアンケートにおける奨学金は日本学生支援

機構（JASSO）の奨学金とする。 

・調査期間：2019年12月29日～2020年1月12日 

・調査対象：会津短大生 

・調査方法：Googleフォーム 

・回答数76件 

7.2 調査内容 

今回の調査の質問項目は以下の通りである。 

① 現在奨学金を受給しているか 

② 奨学金受給理由 

③ 奨学金非受給理由 

④ 2020年度から始まる新制度を知っているか 

⑤ 今後の奨学金に期待することは何か 

7.3 調査結果 

Q1の「あなたは現在奨学金を受給していますか？」

という質問に関しては76件の回答が得られた。「はい」

と答えた人と「いいえ」と答えた人はそれぞれ38人ず

つで、今回のアンケート回答者の奨学金受給率は

50％であった。（図表4） 
 

図表 4 現在奨学金を受給しているか 

 

Q2の「奨学金を受給した理由は何ですか？」と
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いう質問に関しては38件の回答が得られた。選択肢

として①家計の負担を減らすため②奨学金を受給し

ないと進学不可能なため③アルバイトの時間を減ら

すため④その他（自由記述）を設けたが、「家計の負

担を減らすため」という回答が68.4％と最も多く、「奨

学金を受給しないと進学不可能なため」という回答が

31.6％と次に多かった。そして、「アルバイトの時間を

減らすため」という回答は0％であった。（図表5） 
 

図表 5 奨学金受給理由 

 

Q3の「奨学金を受給しない理由は何ですか？」と

いう質問に関しては38件の回答が得られた。選択肢

として①必要ないから②将来返済できるか不安だか

ら③奨学金制度についてよくわからないから④その

他（自由記述）を設けたが、「必要ないから」という回

答が65.9％と最も多かった。そして、「将来返済できる

か不安だから」と回答した人が15.8％と次に多かった。

また、その他の理由としては「銀行の学資ローンを利

用しているから」、「違う奨学金を受給しているから」、

「昨年受給していたが必要ないと判断したから」など

といった回答が得られた。（図表6） 
 

図表 6 奨学金非受給理由 

Q4の「あなたは2020年度から始まる奨学金の新制

度（給付型）について知っていますか？」という質問

に関しては76件の回答が得られた。「はい」と回答し

た人は51.3％、「いいえ」と回答した人は48.7％であり、

2020年度から始まる新制度の認知度は約50％ほど

であった。（図表7） 
 

図表 7 2020年度から始まる新制度を知っているか 

Q5の「あなたが今後の奨学金制度に期待するこ

とは何ですか？」という質問に関しては74件の回答が

得られた。選択肢として①給付型奨学金対象者の拡

大②返還方法の充実③猶予制度の充実④手続きの

簡易化⑤その他（自由記述）を設けたが、「給付型奨

学金対象者の拡大」と回答した人が36.5％と最も多

かった。しかし、「返還方法の充実」、「手続きの簡易

化」の2つもそれぞれ29.7％、27％と高い値を示して

いた。（図表8） 
 

図表 8 今後の奨学金に期待すること 

 

 考察 

先行研究から、奨学金受給率が低下した原因
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は将来の返済に対する不安によるものだという仮説

を立てたが、非受給理由として最も多かった回答は

「必要ないから」であり、仮説が正しいという証明はさ

れなかった。 

 この結果だけ見ると、65.9％の回答者は親の支援

が充分なので奨学金を必要としていないという推測も

排除しきれないが、「必要ない」という回答は「アルバ

イトをするから必要ない」という含意をもつことも否定

しきれない。その傍証となりうる研究として、授業期間

中に経常的にアルバイトをしている学生が増えてい

ることを示した岩田（2019）が存在する。 

岩田（2019）では、1年間に何らかの形でアルバイ

トに従事した学生の比率を「アルバイト従事率」、臨

時的なものを含めて授業期間中にアルバイトをして

いる学生の比率を「授業期間中のアルバイト従事率」、

さらに、授業期間中に経常的にアルバイトをしている

学生の比率を「授業期間中の経常的アルバイト従事

率」と呼び、学生アルバイトの動向を明らかにした。こ

の研究では、2014年度から2016年度にかけてアルバ

イト従事率が増加したことや、2010年度以降の授業

期間中の経常的アルバイト従事率が急増しているこ

とが分かった。経常的なアルバイトが増加していると

いうことは、「アルバイトをしないで、奨学金を借りると、

将来の返済が不安だ」と思う学生が増え、毎月支払

われる奨学金に代わるものとして毎月アルバイトをす

るという選択をする人が増えたとも推測できる。つまり、

本研究の仮説は正しいという証明はできないが、

誤っているという証明もできない。これは「必要ない」

理由まで訊いていない今回のアンケートの問題であ

り、今後の課題である。 

また、奨学金非受給理由で「奨学金制度について

よくわからないから」と回答した人が5.3％いたことと、

「あなたは2020年度から始まる奨学金の新制度（給

付型）について知っていますか？」という質問で「は

い」と回答した人は約半数であったことを踏まえると、

JASSOは奨学金を利用しやすくするために、奨学金

制度改革を進めているが、それに関する情報が多く

の人に届いていない可能性があると言える。 

そして、アンケート結果からは、給付型奨学金の更

なる拡大が今後求められていることであると言えるが、

現在、給付型奨学金の採用枠の拡大に取り組んで

いることを踏まえると、今後、JASSOが取り組むべきこ

とは返還方法の充実であると思われる。具体的に言

えば、所得連動型返還方式を第二種奨学金にも採

用することや、所得が低い場合の返還免除を設定す

ることであり、これらを採用することは利用者の負担

軽減につながる。 

 

 まとめ 

本研究の結果、奨学金受給率が低下した原因は、

奨学金の返済に対する不安であるという結論は得ら

れなかった。しかし、アルバイト従事率が関係してい

る可能性は高いと言える。 

また、現在、奨学金制度改革が進められているが、

奨学金についての情報を奨学金を必要とする人に

知ってもらわなければ改革の効果を最大にすること

ができないため、JASSOは奨学金制度の認知度を高

める必要がある。  
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